
岩

手

縣

に

於

け

る

市

町

制

地

の

地

理

的

性

格横
田
幸
八

岩
手
県
に
は
囲
っ
の
市
制
施
行
地
と
三
十
三
の
町
制
施
行
地
が
あ
る
。
こ
れ
等

市
町
制
施
行
地
の
地
理
的
性
格
を
吟
味
し
て
、
い
く
っ
か
の
タ
ィ
ブ
に
分
類
仕
様

と
試
み
た
の
が
小
論
で
あ
る
、
そ
の
方
法
と
し
て
攻
に
掲
げ
る
五
っ
の
項
目
を
用

い
類
似
性
を
綜
合
し
て
地
埋
的
に
性
格
－
っ
け
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

l
位
置
並
分
布
上
の
個
性

ユ
面
積
上
の
個
性

3
・
土
地
分
類
上
の
個
性

4
人
口
構
成
上
の
個
転

5
機
能
上
の
個
性

二
位
匿
並
分
布
上
の
個
性

本
県
の
地
理
区
を
六
っ
に
区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
1
、
三
陸
海
岸
区
、
2
、

北
上
高
原
区
、
3
、
北
上
本
流
区
、
4
、
西
部
山
賊
区
、
5
，
南
部
区
、
C
，
北
部

区
）
黙
る
と
き
市
町
制
地
の
分
布
は
攻
の
通
り
で
あ
る
。

ュ
、
三
陸
海
岸
区
種
市
久
慈
田
老
宮
古
山
田
大
槌
釜
石

盟
、
北
上
高
原
区

3
、
北
上
本
流
区

大
船
渡
高
田
気
仙
十
一
区
分
三
〇
％

岩
泉
遠
野
葛
巻
世
田
米
四
区
分
二
％

沼
宮
内
盛
岡
日
詰
石
島
－
谷
大
迫
花
巻

窯
沢
尻
土
沢
金
ヶ
崎
水
沢
岩
谷
堂
前
沢

4
、
西
部
山
賑
区

5
、
南
部
区

6
、
北
部
区

一
ノ
関
十
三
区
分

雫
石
一
区
分

三
七
％

千
厩
摺
沢
藤
沢
大
原
四
区
分
二
％

軽
米
福
岡
一
戸
浄
法
寺
四
区
分
二
％

即
ち
北
上
本
流
区
が
全
体
の
三
七
％
を
し
め
、
こ
れ
に
っ
づ
く
の
が
三
陸
海
岸

区
の
三
〇
％
で
あ
る
か
ら
的
七
〇
％
が
三
陣
海
岸
区
と
北
上
本
流
区
に
位
置
を
占

め
る
と
い
ふ
個
性
を
も
っ
。

三
面
二
横
上
の
個
性

本
県
の
行
政
区
に
於
い
て
一
〇
－
方
粁
以
下
の
面
積
を
有
す
る
町
村
が
十
二
あ
っ

て
そ
の
う
ち
八
っ
か
町
制
を
施
行
し
て
い
ろ
、
叉
一
〇
〇
方
粁
以
上
の
面
積
を
有

す
る
市
町
村
が
五
二
あ
る
、
こ
の
う
ち
二
〇
〇
方
粁
以
上
の
面
積
を
有
す
る
も
の

が
八
っ
あ
る
、
こ
の
車
に
盛
岡
市
．
宮
古
市
が
含
ま
れ
る
、
こ
こ
に
六
。
1
九
九

一
〇
五



第一義 土地分・類百分比表 （％）  

岩
手
大
挙
草
薮
畢
部
研
究
年
報
 
第
一
二
審
（
一
九
五
こ
第
一
渇
 
 
 

方
粁
ま
で
の
面
積
を
有
す
る
も
も
の
を
拾
っ
て
見
る
と
三
二
あ
り
、
l
一
－
五
九
 
 

方
粁
ま
で
の
も
の
が
一
三
一
あ
る
、
岩
手
県
内
行
政
区
の
卒
均
南
濃
は
八
五
方
粁
 
 

で
あ
り
市
町
制
旅
行
地
の
卒
均
面
積
は
六
〇
方
粁
で
あ
る
、
然
し
本
県
に
於
い
て
 
 

北部囲  

の  意 列 直 し聖空地地地野他地地野他地地野聖地    耕林其宅  地野他地  

5山田588 
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・ 
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9大船膿98011l  
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166024  

20782  
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158  

法 

平   均j1272】り10819J2745281226018   28 60 12  

一
〇
六
 
 
 

は
北
上
高
原
区
は
卒
均
一
四
七
方
粁
で
あ
り
、
北
上
本
流
区
ほ
三
三
方
粁
で
あ
る
 
 

の
で
そ
 

個
性
で
あ
る
。
 
 



匹
 
土
地
分
頚
上
の
個
性
 
 

本
県
に
於
け
る
市
町
制
区
三
七
を
各
々
、
耕
地
．
山
林
原
野
、
宅
地
其
の
他
、
 
 

の
三
つ
に
分
類
す
る
と
第
一
義
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
即
ち
耕
地
に
於
い
て
ほ
北
 
 

上
本
沈
区
の
二
七
％
′
、
北
部
区
の
二
六
％
、
南
部
区
の
二
一
％
、
三
陸
海
岸
区
の
 
 

一
〇
％
、
北
上
高
原
区
の
九
％
の
順
に
な
る
、
山
林
原
野
に
於
い
て
ほ
、
北
上
高
 
 

原
区
の
八
二
％
、
海
岸
区
の
七
四
％
、
南
部
区
の
六
一
％
、
北
部
区
の
六
〇
％
／
、
 
 

北
上
本
流
区
の
四
四
％
の
順
に
な
る
、
叉
宅
地
公
共
用
地
等
を
比
較
す
る
と
、
北
 
 

上
本
流
区
の
二
九
％
、
南
部
区
の
一
八
％
、
三
陸
海
岸
区
の
一
六
％
、
北
部
区
の
 
 

一
匹
％
、
北
上
高
原
区
の
九
％
と
な
る
、
即
ち
土
地
分
類
上
の
性
格
は
行
政
区
画
 
 

蹟
の
小
な
る
処
に
耕
地
が
多
く
、
面
積
の
広
い
処
に
山
林
が
多
い
と
い
ふ
こ
と
が
 
 

出
来
る
。
叉
宅
地
は
北
上
本
流
区
に
多
く
、
北
上
高
原
区
が
最
低
で
あ
る
。
 
 

五
 
人
口
碑
成
上
の
個
性
 
 

第
二
図
に
示
す
よ
う
に
人
口
寓
度
に
於
い
て
、
北
上
本
流
区
か
一
方
粁
七
九
三
 
 

人
で
一
番
多
く
、
北
上
高
原
区
が
一
方
粁
一
六
五
人
で
最
少
で
あ
る
、
人
口
の
分
 
 

布
的
性
格
は
行
政
区
画
積
の
小
さ
い
耕
地
の
多
い
斯
か
嗣
密
で
、
面
積
の
広
い
耕
 
 

地
の
少
な
い
処
が
稀
少
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
三
七
行
政
区
の
 
 

人
口
構
成
図
を
作
成
し
質
的
吟
味
を
す
る
と
第
一
図
に
見
る
よ
う
な
特
性
を
把
握
 
 

す
る
こ
と
が
出
来
る
、
人
口
粥
寒
地
域
即
ち
耕
地
卓
越
地
域
は
石
鳥
谷
町
の
如
き
 
 

特
殊
形
愚
を
↓
ホ
す
も
の
も
あ
る
が
概
ね
正
常
な
形
態
を
示
し
て
い
る
、
釜
石
・
田
 
 

老
の
如
く
壮
年
層
の
卓
越
し
て
い
る
併
や
、
千
厩
、
高
田
、
福
岡
の
如
く
女
子
層
 
 

岩
手
魅
に
於
け
る
市
町
胡
地
の
地
理
的
性
格
一
（
横
田
）
 
 

の
卓
越
し
て
い
る
併
も
あ
る
、
叉
年
齢
層
を
対
象
に
し
、
増
加
傾
向
を
対
象
と
し
 
 

て
一
つ
の
性
格
を
把
押
す
る
こ
と
が
出
来
る
ゥ
即
ち
入
口
の
質
量
的
検
対
ほ
、
そ
 
 

J
一
寸
一
 
三
五
k
m
よ
り
〇
・
五
玩
を
経
営
し
て
い
る
、
即
ち
二
戸
四
人
と
す
れ
ば
最
低
 
 

の
行
政
区
面
積
に
於
け
る
生
産
性
と
直
接
的
関
連
を
持
つ
の
で
あ
包
、
現
在
本
県
 
 

に
於
け
る
営
農
者
の
中
華
六
囲
％
ほ
（
自
給
自
足
経
営
）
一
人
の
耕
地
面
積
〇
・
 
 

〇
一
サ
】
 
〇
・
五
怒
ら
二
・
〇
玩
ま
言
問
に
あ
る
の
で
卒
均
∵
人
〇
・
三
二
最
ほ
塵
体
 
 

必
要
数
と
な
る
、
だ
か
ら
こ
れ
だ
け
の
耕
地
を
併
有
し
得
な
い
区
分
に
立
地
せ
る
 
 

併
に
於
い
て
ほ
牛
活
依
存
の
対
象
を
耕
地
以
外
に
求
め
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
 
 

来
る
、
そ
の
施
策
の
姿
が
人
口
構
成
図
に
硯
ほ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
 
 

地
的
個
性
で
あ
る
。
 
 
 

一
 
 



第
一
 
図
 
 
 

人
 
口
 
構
 
成
 
 

石鳥谷町  

仰
汀
賢
銘
豊
郁
欝
茅
げ
竿
〝
卑
 
 
 

倉
事
大
拳
草
薮
車
部
研
究
年
報
 
琴
三
春
（
一
九
五
－
）
第
一
部
 
 

図  
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機
能
上
の
個
性
 
 

第
二
表
の
如
く
機
能
別
百
分
比
を
と
つ
て
見
る
と
、
そ
の
行
政
区
面
積
内
に
於
 
 

い
て
全
機
能
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
る
も
の
が
一
匹
ケ
併
あ
つ
て
全
体
の
三
八
％
 
 

を
占
め
る
、
そ
の
い
、
づ
れ
も
農
菜
を
本
業
と
す
る
併
で
あ
る
。
然
し
優
越
的
礫
鹿
 
 

を
発
揮
す
る
の
ほ
単
一
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
そ
れ
以
外
に
次
の
如
き
も
の
を
 
 

挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
づ
釜
石
の
工
業
の
四
一
％
が
こ
れ
に
つ
ゞ
く
、
農
業
 
 

と
鉱
業
の
田
老
、
農
業
と
工
業
の
高
田
、
岩
谷
堂
、
前
沢
、
千
厩
、
農
業
と
自
由
 
 

業
の
大
迫
、
一
戸
、
水
産
業
と
自
由
業
の
山
田
、
水
産
業
と
工
真
の
大
槌
、
工
業
 
 

と
自
由
業
の
盛
、
工
業
と
商
業
の
大
船
渡
、
福
岡
、
商
業
と
自
由
業
の
久
慈
、
遠
 
 

野
、
盛
岡
、
日
詰
、
黒
沢
尻
、
水
沢
等
で
い
づ
れ
も
そ
の
地
域
に
於
け
る
機
能
上
 
 

の
特
性
を
具
現
し
て
い
る
。
 
 l
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第三国 面積に対する人口密度の頻度曲  
線図  

弟二図≡地理区による面積と人口密度の相関  

頻度曲線図  

岩
手
大
宅
嬰
萎
畢
部
研
究
年
報
 
第
三
巷
（
一
九
五
一
）
第
一
部
 
 

一
二
〇
 
 

大
 
地
理
的
性
格
型
 
 

行
政
区
面
積
の
頻
度
曲
線
と
人
口
璃
度
の
頻
度
曲
線
を
位
置
に
ょ
つ
て
相
関
せ
 
 

し
め
た
も
の
が
第
l
一
国
で
あ
り
、
こ
れ
を
面
積
に
対
す
る
入
口
密
度
の
頻
度
を
示
 
 

し
た
も
の
が
夢
二
図
で
あ
る
、
こ
の
二
つ
の
図
表
よ
り
次
の
こ
と
が
考
察
さ
れ
 
 

る
、
即
ち
北
上
本
流
区
に
於
い
て
は
日
詰
・
花
巻
・
黒
沢
尻
・
水
沢
、
三
陸
海
岸
 
 

区
に
於
い
て
ほ
久
慈
・
釜
石
・
盛
・
高
田
、
南
部
区
に
於
い
て
ほ
千
厩
、
北
部
区
 
 

に
於
い
て
は
福
岡
・
一
戸
等
の
人
口
開
署
地
が
あ
る
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
い
づ
れ
 
 

も
夢
二
図
に
示
す
よ
う
に
稀
少
面
積
地
域
で
あ
る
、
画
し
て
こ
れ
を
第
二
表
に
照
 
 

合
す
れ
ば
商
業
・
工
業
・
自
由
業
の
卓
越
地
域
に
な
る
、
こ
1
に
於
い
て
面
積
・
 
 

人
口
・
機
能
三
者
の
問
に
相
関
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
 
 
 

次
に
北
上
高
原
区
・
北
部
区
・
南
部
区
・
三
陸
海
岸
区
・
北
上
本
流
区
の
地
域
 
 

で
人
口
の
稀
薄
地
は
 

泉
・
葛
巻
・
世
田
米
・
大
原
・
軽
米
・
浄
法
寺
・
種
市
・
大
槌
・
金
ヶ
崎
等
が
こ
 
 

れ
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
第
三
図
頻
度
曲
線
に
於
い
て
右
端
よ
り
こ
れ
に
該
当
す
 
 

る
、
こ
れ
に
正
反
対
な
も
の
ほ
第
三
図
頻
度
曲
線
に
於
い
て
左
端
よ
り
の
沼
宮
 
 

内
・
日
詰
・
盛
・
大
迫
・
遠
野
・
久
慈
等
が
こ
れ
に
該
当
す
る
、
こ
の
地
域
ほ
前
 
 

者
と
正
反
対
で
完
全
な
る
近
隣
依
存
型
と
い
ふ
こ
と
が
出
東
る
、
以
上
の
両
型
憩
 
 

の
交
錯
地
域
が
一
つ
の
個
性
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
、
そ
こ
で
こ
れ
等
の
 
 

行
政
区
を
生
態
的
観
点
か
ら
次
の
三
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
即
ち
頻
度
 
 

曲
線
右
端
よ
り
、
自
給
経
営
型
、
隣
保
提
携
型
、
近
隣
依
存
型
で
あ
る
。
 
 

l
 
 
 



論
 
 

七
 
結
 
 

以
上
に
ょ
っ
て
市
町
制
施
行
地
は
位
置
及
地
形
に
ょ
つ
て
、
面
蹟
の
広
狭
あ
 
 

り
、
こ
れ
が
人
口
密
度
と
機
能
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
が
了
承
出
来
る
が
本
 
 

県
の
場
合
特
殊
生
産
機
能
地
を
除
げ
は
耕
地
卓
越
他
に
市
町
制
施
行
地
が
多
く
、
 
 

自
給
経
営
型
を
有
す
る
地
域
に
ほ
僅
少
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
、
だ
か
ら
 
 

綜
合
的
な
国
士
経
営
の
立
場
よ
り
考
察
す
れ
ば
近
隣
依
存
型
地
域
は
そ
の
依
存
地
 
 

域
を
一
丸
と
し
、
隣
接
提
携
型
地
域
は
直
礎
盤
活
計
割
に
関
与
す
る
園
内
地
域
を
 
 

綜
合
し
て
一
行
政
区
と
な
す
こ
と
が
賢
明
の
発
で
あ
る
、
そ
れ
徳
分
豆
的
蛸
牛
角
 
 

上
の
無
駄
な
磨
擦
と
、
事
務
の
繁
墳
を
さ
け
得
る
ば
か
り
で
な
く
企
業
的
に
も
、
 
 

経
済
的
に
も
、
行
政
簡
素
化
の
立
場
上
よ
り
も
有
効
に
し
か
も
積
極
的
に
経
営
 
 

を
可
能
な
ら
し
め
得
る
も
の
で
あ
る
、
殊
に
内
的
営
力
に
於
い
て
大
乗
的
広
い
祓
 
 

野
に
た
ち
」
人
の
和
を
よ
り
必
要
と
す
る
岩
手
県
の
今
日
に
於
い
て
ほ
簡
吏
で
あ
 
 

る
、
ノ
か
ゝ
る
場
合
に
於
い
て
特
に
そ
の
地
域
の
地
理
的
性
格
差
を
検
討
し
て
、
そ
 
 

の
他
的
個
性
の
伸
展
に
泰
与
す
る
よ
う
、
性
格
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
な
要
素
 
 

の
一
つ
で
あ
る
。
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